
昨年の１０月から消費税が１０％に上がりました。また、米中貿易戦争やコロナウィルス

などによる影響もあり経済問題は深刻になってきています。ポイント還元などの対策をし

ていますが、消費者の財布のヒモは固くなっているようです。先月に続きパラダイムシフト

についてお話ししたいと思います。 

１９５０年に２４歳以下の若者が日本の人口の５５％いたそうです。それが今から１０

年後の２０３０年には１８％になってしまうそうです。また、２０４８年には１億人を割っ

て９,９１３万人となり、２０６０年には８,６７４万人になると推計されています。 

過去の歴史を見てみて、繁栄していた国で人口が減っていったことを経験した国がどこ

にもないそうです。そういう意味では世界中が日本という国を注目しています。私たちがよ

く耳にする「少子高齢化社会」という言葉です。“少子化”と“高齢化”が同時にやってき

ます。今までの常識や価値観でこの誰も経験したことのない状況を乗り切ることができる

のでしょうか。 

今から３０年後には約４,０００万人の人口が減ってしまうのです。医療、介護、年金、

そして公共インフラなど今のままで成り立つのでしょうか。これからの時代を具体的にど

うしていくのか小さな一歩を踏み出していかなければ手遅れになってしまいます。パラダ

イムシフトが必要ですね。 
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パラダイムシフト その2 世間体 

【座右の銘にしたい名言】 

凧が一番高く上がるのは、風に向かっている時である。風に 

流されている時ではない。 

（ウィンストン・チャーチル/英国の政治家、ノーベル文学賞受賞) 

今年の年賀状はどうされましたか？令和になって初めてのお正月ということで、普段は

年賀状を出さないけど今年は書いたという方もいらっしゃるかもしれません。年始の挨拶

は気持ちよくやり取りをしたいものですが、この年始の挨拶でさまざまな思いをされた方

も多いのではないかと思います。 

最近では、「今年で年賀状をやめます」というメッセージを送る「年賀状じまい」をした

方も増えてきました。急に出さなくなるのは、失礼になるのではといった思いや、自分自

身のけじめをつけたいからなどいろんな考え方があるようです。 

そのことで自分の気持ちが整理できるのならそれもありかと思いますが、年頭から縁切

りのようなメッセージをもらうのは不快といった否定的な意見もあり、人の受け取り方は

本当に様々です。 

これだけ多様化が叫ばれているのですから、年始の挨拶の仕方は人それ 

ぞれでよいはずなのに、自分と同じ行動をとらないことに対して非がある 

ように言う人もいて傷つく人もいます。年賀状にこだわるという人は、年 

頭の挨拶をとても大切にしているのではないかと感じます。 

もしかすると｢年賀状をやめた人｣ほど世間体を気にしているのかもしれ 

ませんね。 

【新型コロナウィルスの予防対策】 

予防！その① 過剰に心配することなく、「手洗い」や「マスクの着用」を含む「咳エチケ

ット」などの通常の感染症対策が重要です。 

予防！その② 普段の健康管理 普段から、十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免

疫力を高めておきます。  

予防！その③ 適度な湿度を保つ 空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下しま

す。乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、適切な湿度（50～60％）

を保ちます。 


